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※　上記の例は、対応の基本的な流れを示しているものであり、いじめの事案の状況に応じて柔軟かつ適切に対応します。

学校におけるいじめ事案対応の基本的な流れ

職員会議

関係機関

・警察
・福祉事務所
・尼崎市こども
　家庭センター

いじめ防止対策委員会

適宜連絡

支援

いじめの認知報告

保護者

尼崎市教育委員会

いじめの情報・発見
日常観察、本人又は保護者からの訴え、他の児童からの情報提供、アンケートなど

・情報の共有、共通理解

・事実関係の調査方針、分担の決定

・当事者、他の児童等からの聞き取りに

よる正確な事実関係の把握

・いじめの事実の確認、認知

・指導方針、指導体制の決定
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いじめの解消に向けた取り組み

継続的な指導、経過観察

いじめの解消

〈要件〉

①いじめに係る行為が止んでいること

（少なくとも３か月が目安）

②被害児童が心身の苦痛を感じていないこと

再発防止・未然防止の取り組み


